
◇ 平成24年度定時総会 ◇ 公益社団法人へ移行いたしました。

◇ 平成23年度第12回通常総会 ◇ 射水市シルバー人材センター優良会員表彰者名簿

◇ 富山県シルバー人材センター連合会表彰 ◇ 安全だより

◇ まいどはや（会員コーナー） ◇ 凧まつり

◇ サークル紹介 ◇ 木工  視察研修、展示販売の様子

◇ 会員募集・刃物研ぎ受付中 ◇ 「わんぱく体験教室」参加者募集

◇ シルバーまつり ◇ 今後の行事予定、配分金支払日、編集後記他
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去
る
3
月
28
日
㈬
午
前
10
時
よ
り
高
周
波
文
化
ホ
ー

ル
に
於
い
て
委
任
状
を
含
め
た
7
2
3
名
の
会
員
が
出

席
し
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
議
長
に
は
宮
村
健
壮
氏
（
大

門
地
区
）
が
選
出
さ
れ
、
平
成
23
年
度
収
支
補
正
予

算
、
平
成
24
年
度
事
業
計
画
及
び
収
支
予
算
な
ど
3
案

件
に
つ
い
て
、
原
案
通
り
承
認
さ
れ
ま
し
た
。
ま
た
永

年
の
功
績
を
讃
え
優

良
会
員
64
名
と
平
成

23
年
度
安
全
就
業
ス

ロ
ー
ガ
ン
の
優
良
会

員
の
表
彰
も
行
わ

れ
、
総
会
終
了
後
は

寸
劇
「
振
り
込
め
詐

欺
に
ご
注
意
！
」
を

射
水
警
察
署
の
方
々

で
安
全
講
習
会
が
行

わ
れ
ま
し
た
。
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平
成
24
年
度
定
時
総
会
が
去
る
5
月
30
日
㈬
射
水
市
小

杉
社
会
福
祉
会
館
に
て
、
会
員
6
8
6
名（
委
任
状

5
7
1
名
）が
出
席
し
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
大
木
副
理
事

長
の
挨
拶
の
後
、
役
員
表
彰
者
4
名
、
平
成
24
年
度
安
全

就
業
ス
ロ
ー
ガ
ン
に
選
ば
れ
た
優
良
会
員
表
彰
者
3
名
の

表
彰
を
行
い
ま
し
た
。
続
い
て
議
長
に
氷
見
俊
彦
氏（
大

島
地
区
）を
選
出
し
議
事
に
入
り
ま
し
た
。
第
1
号
議
案

平
成
23
年
度
事
業
報
告
、
第

2
号
議
案
平
成
23
年
度
決
算

報
告
の
審
議
を
し
承
認
を
得

た
の
ち
第
3
号
議
案
役
員
の

選
任
に
つ
い
て
候
補
者
の
選

任
と
説
明
が
な
さ
れ
拍
手
を

も
っ
て
承
認
さ
れ
ま
し
た
。

　
ま
た
議
案
終
了
後
、
理
事

会
が
開
催
さ
れ
副
理
事
長
に

中
屋
建
昭
氏
が
選
ば
れ
ま
し

た
。

　
民
間
非
営
利
部
門
の
健
全
な
発
展
を
促
進
し
、

現
行
の
公
益
法
人
制
度
に
見
ら
れ
る
様
々
な
問
題

に
対
応
す
る
た
め
、
公
益
法
人
制
度
の
見
直
し
が

行
わ
れ
ま
し
た
。

　
新
制
度
は
、
平
成
20
年
12
月
1
日
か
ら
施
行
さ

れ
、
従
来
の
社
団
法
人
及
び
財
団
法
人
は
、
平
成

25
年
11
月
30
日
の
間
に
公
益
社
団
法
人
・
公
益
財

団
法
人
、
ま
た
は
一
般
社
団
法
人
・
一
般
財
団
法

人
に
移
行
申
請
し
な
け
れ
ば
解
散
し
た
も
の
と
み

な
さ
れ
、
法
人
格
が
な
く
な
り
ま
す
。

　
こ
の
た
め
、
社
団
法
人
で
あ
る
当
セ
ン
タ
ー
で

は
理
事
会
で
決
議
を
得
、
ま
た
会
員
に
は
総
会
で

承
認
を
い
た
だ
き
、
平
成
23
年
度
に
申
請
手
続
き

を
進
め
た
結
果
、
平
成
24
年
4
月
1
日
付
け
で
公

益
社
団
法
人
へ
と
登
記
が
完
了
致
し
ま
し
た
。

　
公
益
社
団
法
人
は
、
公
益
目
的
事
業
を
行
う
こ

と
を
主
た
る
目
的
と
し
、
不
特
定
多
数
の
者
の
利

益
の
増
進
に
寄
与
す
る
こ
と
が
原
則
で
あ
る
こ
と

や
、
規
律
に
基
づ
く
組
織
運
営
を
し
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
た
め
、
よ
り
厳
し
い
業
務
運
営
が
問
わ
れ

ま
す
。

　
従
っ
て
、
セ
ン
タ
ー
で
は
、
高
齢
者
の
生
き
が

い
や
社
会
参
加
の
機
会
を
共
有
す
る
た
め
、
就
業

意
欲
の
あ
る
高
齢
者
に
対
し
就
業
の
支
援
を
す
る

幅
広
い
事
業
を
行
っ
て
お
り
、
地
域
社
会
に
も
大

　
定
時
総
会
の
席
上
、
多
年
に
わ
た
る
功
績
を
讃
え

ら
れ
る
優
良
セ
ン
タ
ー
会
員
表
彰（
33
名
）の
方
々
の

受
賞
が
有
り
、
当
セ
ン
タ
ー
か
ら
は
３
名
の
方
が
受

賞
さ
れ
ま
し
た
。

✿
優
良
会
員
（
３
名
）

　
*
澤
　
橋
　
清
　
志

　
　
　
　
（
大
門
地
区
）

　
*
堀
　
田
　
常
　
孝

　
　
　
　
（
新
湊
地
区
）

　
*
山
　
崎
　
保
　
之

　
　
　
　
（
小
杉
地
区
）

　
射
水
市
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
平
成
24
年
度
定
時

総
会
を
開
催
す
る
に
あ
た
り
、
公
私
と
も
に
な
に
か
と

ご
多
忙
の
中
、
多
数
の
ご
出
席
を
い
た
だ
き
ま
し
て
誠

に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

　
さ
て
平
成
23
年
度
に
お
き
ま
し
て
は
、
前
年
度
実
積

を
約
２
％
上
回
る
こ
と
と
な
り
、
2
年
連
続
で
対
前
年

度
実
績
を
上
回
る
結
果
と
な
り
ま
し
た
。
国
内
外
の
厳

し
い
経
済
情
勢
・
環
境
の
中
、
会
員
並
び
に
役
職
員
の

皆
さ
ま
方
の
就
業
開
拓
の
努
力
や
、
会
員
の
実
直
な
仕

事
ぶ
り
が
評
価
さ
れ
た
結
果
が
出
た
も
の
と
自
負
し
て

お
り
ま
す
。

　
さ
ら
に
全
シ
協
に
お
い
て
は
、
今
年
度
が
設
立
30
周

年
と
い
う
節
目
に
当
た
り
、
全
国
か
ら
優
良
セ
ン
タ
ー

が
表
彰
さ
れ
ま
す
が
、
富
山
県
か
ら
は
当
セ
ン
タ
ー
が

め
で
た
く
表
彰
さ
れ
る
こ
と
と
な
り
ま
し
た
。
こ
れ
も

ひ
と
え
に
、
会
員
皆
様
方
の
真
摯
な
活
動
や
積
極
的
な

就
業
ぶ
り
が
高
く
評
価
さ
れ
た
も
の
と
思
わ
れ
ま
す
。

　
本
日
の
総
会
で
は
、
監
査
報
告
の
後
、
平
成
23
年
度

事
業
報
告
並
び
に
決
算
、
役
員
の
一
部
交
代
に
伴
う
役

員
の
選
任
に
つ
い
て
審
議
致
し
ま
す
。
何
卒
、
慎
重
審

議
を
賜
り
ま
す
よ
う
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。
ま
た
、

こ
の
度
勇
退
さ
れ
る
8
名
の
方
々
に
は
永
年
に
わ
た
り

ご
尽
力
賜
り
ま
し
た
こ
と
に
深
く
感
謝
申
し
上
げ
ま

す
。

　
今
後
は
、
公
益
社
団
法
人
と
し
て
適
正
か
つ
効
率
的

な
運
営
を
図
る
と
と
も
に
更
な
る
事
業
の
拡
大
を
目
指

し
、
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
が
益
々
発
展
す
る
た
め

に
役
職
員
が
一
丸
と
な
っ
て
努
力
し
て
ま
い
り
ま
す
の

で
、
皆
様
方
に
は
よ
り
一
層
の
ご
支
援
と
ご
協
力
を
賜

り
ま
す
よ
う
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

　
終
わ
り
に
、
本
日
ご
出
席
を
賜
り
ま
し
た
皆
様
方
の

益
々
の
ご
多
幸
と
ご
健
康
、
そ
し
て
、
ご
壮
健
で
安
全

第
一
に
活
躍
さ
れ
ま
す
よ
う
祈
念
申
し
上
げ
ま
し
て
挨

拶
と
い
た
し
ま
す
。

き
な
貢
献
を
し
て
い
る
こ
と
か
ら
、
今
後
も
適
正

就
業
に
努
め
、
会
員
に
は
公
平
公
正
な
就
業
機
会

の
提
供
に
努
め
ま
す
。

　
地
域
の
皆
様
に
は
、
よ
り
一
層
シ
ル
バ
ー
事
業

に
ご
理
解
と
ご
支
援
を
賜
り
ま
す
よ
う
お
願
い
申

し
上
げ
ま
す
。

親
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ボ
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テ
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の
予
定

親
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会
ボ
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ン
テ
イ
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予
定

親
睦
会
ボ
ラ
ン
テ
イ
ア
活
動
の
予
定

　私
た
ち
親
睦
会
で
は
、日
頃
お
世
話
に
な
っ
て
い
る
地

域
に
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
を
通
し
て
貢
献
い
た
し
ま
す
。

一
人
で
も
多
く
参
加
す
る
様
に
し
ま
し
ょ
う
。雨
天
決
行

（
天
候
不
順
の
場
合
は
雨
具
の
用
意
お
願
い
し
ま
す
。）

「
新
湊
ま
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」

　
　
　
　
海
王
丸
パ
ー
ク

終
了
後
８
月
６
日
月

午
前
7
時
30
分
〜
　
　新
湊
地
区

「
小
杉
み
こ
し
ま
つ
り
」

　
　
　
　
小
杉
庁
舎
周
辺

終
了
後
７
月
30
日
月

午
前
8
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杉
地
区

下
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勝
　
捷
  

・
廣
　
岡
　
　
　
昭

・
生
　
地
　
雄
　
一
  

・
澤
　
田
　
き
み
子

・
江
　
戸
　
勝
　
美
  

・
政
　
木
　
万
千
子

・
綾
　
川
　
忠
　
明
  

・
稲
　
垣
　
憲
　
彦

・
山
　
本
　
由
　
夫
  

・
焼
　
田
　
貞
　
子

・
片
　
岡
　
輝
　
夫
  

・
篠
　
田
　
逸
　
郎

・
杉
　
山
　
み
ね
子
  

・
長
　
原
　
さ
よ
子

・
岡
　
本
　
　
　
昂
  

・
熊
　
藤
　
邦
　
雄

・
大
　
坪
　
勝
　
二
  

・
森
　
田
　
　
　
勲

・
伊
　
藤
　
美
代
子
  

・
稲
　
垣
　
征
　
子

・
杉
　
田
　
寿
　
義
  

・
番
　
留
　
重
　
夫

・
高
　
倉
　
幸
　
子
  

・
稲
　
垣
　
喜
三
郎

・
若
　
林
　
秀
　
明
  

・
高
　
田
　
忠
　
次

・
黒
　
田
　
あ
い
子
  

・
手
　
崎
　
清
　
志

・
小
　
井
　
義
　
幸
  

・
釣
　
　
　
　
　
勝

・
鈴
　
木
　
澄
　
子
  

・
氷
　
見
　
俊
　
彦

・
安
　
吉
　
勇
　
二
  

・
宮
　
腰
　
俊
　
作

・
橘
　
　
　
　
　
薫
  

・
羽
　
岡
　
紀
久
子

・
宮
　
林
　
寿
　
子
  

・
島
　
田
　
悦
　
子敬

称
略

　
平
成
24
年
度
定
時
総
会
が
去
る
5
月
30
日
㈬
射
水
市
小

杉
社
会
福
祉
会
館
に
て
、
会
員
6
8
6
名（
委
任
状

5
7
1
名
）が
出
席
し
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
大
木
副
理
事

長
の
挨
拶
の
後
、
役
員
表
彰
者
4
名
、
平
成
24
年
度
安
全

就
業
ス
ロ
ー
ガ
ン
に
選
ば
れ
た
優
良
会
員
表
彰
者
3
名
の

表
彰
を
行
い
ま
し
た
。
続
い
て
議
長
に
氷
見
俊
彦
氏（
大

島
地
区
）を
選
出
し
議
事
に
入
り
ま
し
た
。
第
1
号
議
案

平
成
23
年
度
事
業
報
告
、
第

2
号
議
案
平
成
23
年
度
決
算

報
告
の
審
議
を
し
承
認
を
得

た
の
ち
第
3
号
議
案
役
員
の

選
任
に
つ
い
て
候
補
者
の
選

任
と
説
明
が
な
さ
れ
拍
手
を

も
っ
て
承
認
さ
れ
ま
し
た
。

　
ま
た
議
案
終
了
後
、
理
事

会
が
開
催
さ
れ
副
理
事
長
に

中
屋
建
昭
氏
が
選
ば
れ
ま
し

た
。

　
民
間
非
営
利
部
門
の
健
全
な
発
展
を
促
進
し
、

現
行
の
公
益
法
人
制
度
に
見
ら
れ
る
様
々
な
問
題

に
対
応
す
る
た
め
、
公
益
法
人
制
度
の
見
直
し
が

行
わ
れ
ま
し
た
。

　
新
制
度
は
、
平
成
20
年
12
月
1
日
か
ら
施
行
さ

れ
、
従
来
の
社
団
法
人
及
び
財
団
法
人
は
、
平
成

25
年
11
月
30
日
の
間
に
公
益
社
団
法
人
・
公
益
財

団
法
人
、
ま
た
は
一
般
社
団
法
人
・
一
般
財
団
法

人
に
移
行
申
請
し
な
け
れ
ば
解
散
し
た
も
の
と
み

な
さ
れ
、
法
人
格
が
な
く
な
り
ま
す
。

　
こ
の
た
め
、
社
団
法
人
で
あ
る
当
セ
ン
タ
ー
で

は
理
事
会
で
決
議
を
得
、
ま
た
会
員
に
は
総
会
で

承
認
を
い
た
だ
き
、
平
成
23
年
度
に
申
請
手
続
き

を
進
め
た
結
果
、
平
成
24
年
4
月
1
日
付
け
で
公

益
社
団
法
人
へ
と
登
記
が
完
了
致
し
ま
し
た
。

　
公
益
社
団
法
人
は
、
公
益
目
的
事
業
を
行
う
こ

と
を
主
た
る
目
的
と
し
、
不
特
定
多
数
の
者
の
利

益
の
増
進
に
寄
与
す
る
こ
と
が
原
則
で
あ
る
こ
と

や
、
規
律
に
基
づ
く
組
織
運
営
を
し
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
た
め
、
よ
り
厳
し
い
業
務
運
営
が
問
わ
れ

ま
す
。

　
従
っ
て
、
セ
ン
タ
ー
で
は
、
高
齢
者
の
生
き
が

い
や
社
会
参
加
の
機
会
を
共
有
す
る
た
め
、
就
業

意
欲
の
あ
る
高
齢
者
に
対
し
就
業
の
支
援
を
す
る

幅
広
い
事
業
を
行
っ
て
お
り
、
地
域
社
会
に
も
大

　
定
時
総
会
の
席
上
、
多
年
に
わ
た
る
功
績
を
讃
え

ら
れ
る
優
良
セ
ン
タ
ー
会
員
表
彰（
33
名
）の
方
々
の

受
賞
が
有
り
、
当
セ
ン
タ
ー
か
ら
は
３
名
の
方
が
受

賞
さ
れ
ま
し
た
。

✿
優
良
会
員
（
３
名
）

　
*
澤
　
橋
　
清
　
志

　
　
　
　
（
大
門
地
区
）

　
*
堀
　
田
　
常
　
孝

　
　
　
　
（
新
湊
地
区
）

　
*
山
　
崎
　
保
　
之

　
　
　
　
（
小
杉
地
区
）

　
射
水
市
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
平
成
24
年
度
定
時

総
会
を
開
催
す
る
に
あ
た
り
、
公
私
と
も
に
な
に
か
と

ご
多
忙
の
中
、
多
数
の
ご
出
席
を
い
た
だ
き
ま
し
て
誠

に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

　
さ
て
平
成
23
年
度
に
お
き
ま
し
て
は
、
前
年
度
実
積

を
約
２
％
上
回
る
こ
と
と
な
り
、
2
年
連
続
で
対
前
年

度
実
績
を
上
回
る
結
果
と
な
り
ま
し
た
。
国
内
外
の
厳

し
い
経
済
情
勢
・
環
境
の
中
、
会
員
並
び
に
役
職
員
の

皆
さ
ま
方
の
就
業
開
拓
の
努
力
や
、
会
員
の
実
直
な
仕

事
ぶ
り
が
評
価
さ
れ
た
結
果
が
出
た
も
の
と
自
負
し
て

お
り
ま
す
。

　
さ
ら
に
全
シ
協
に
お
い
て
は
、
今
年
度
が
設
立
30
周

年
と
い
う
節
目
に
当
た
り
、
全
国
か
ら
優
良
セ
ン
タ
ー

が
表
彰
さ
れ
ま
す
が
、
富
山
県
か
ら
は
当
セ
ン
タ
ー
が

め
で
た
く
表
彰
さ
れ
る
こ
と
と
な
り
ま
し
た
。
こ
れ
も

ひ
と
え
に
、
会
員
皆
様
方
の
真
摯
な
活
動
や
積
極
的
な

就
業
ぶ
り
が
高
く
評
価
さ
れ
た
も
の
と
思
わ
れ
ま
す
。

　
本
日
の
総
会
で
は
、
監
査
報
告
の
後
、
平
成
23
年
度

事
業
報
告
並
び
に
決
算
、
役
員
の
一
部
交
代
に
伴
う
役

員
の
選
任
に
つ
い
て
審
議
致
し
ま
す
。
何
卒
、
慎
重
審

議
を
賜
り
ま
す
よ
う
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。
ま
た
、

こ
の
度
勇
退
さ
れ
る
8
名
の
方
々
に
は
永
年
に
わ
た
り

ご
尽
力
賜
り
ま
し
た
こ
と
に
深
く
感
謝
申
し
上
げ
ま

す
。

　
今
後
は
、
公
益
社
団
法
人
と
し
て
適
正
か
つ
効
率
的

な
運
営
を
図
る
と
と
も
に
更
な
る
事
業
の
拡
大
を
目
指

し
、
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
が
益
々
発
展
す
る
た
め

に
役
職
員
が
一
丸
と
な
っ
て
努
力
し
て
ま
い
り
ま
す
の

で
、
皆
様
方
に
は
よ
り
一
層
の
ご
支
援
と
ご
協
力
を
賜

り
ま
す
よ
う
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

　
終
わ
り
に
、
本
日
ご
出
席
を
賜
り
ま
し
た
皆
様
方
の

益
々
の
ご
多
幸
と
ご
健
康
、
そ
し
て
、
ご
壮
健
で
安
全

第
一
に
活
躍
さ
れ
ま
す
よ
う
祈
念
申
し
上
げ
ま
し
て
挨

拶
と
い
た
し
ま
す
。

き
な
貢
献
を
し
て
い
る
こ
と
か
ら
、
今
後
も
適
正

就
業
に
努
め
、
会
員
に
は
公
平
公
正
な
就
業
機
会

の
提
供
に
努
め
ま
す
。

　
地
域
の
皆
様
に
は
、
よ
り
一
層
シ
ル
バ
ー
事
業

に
ご
理
解
と
ご
支
援
を
賜
り
ま
す
よ
う
お
願
い
申

し
上
げ
ま
す
。

親
睦
会
ボ
ラ
ン
テ
イ
ア
活
動
の
予
定

親
睦
会
ボ
ラ
ン
テ
イ
ア
活
動
の
予
定

親
睦
会
ボ
ラ
ン
テ
イ
ア
活
動
の
予
定

　私
た
ち
親
睦
会
で
は
、日
頃
お
世
話
に
な
っ
て
い
る
地

域
に
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
を
通
し
て
貢
献
い
た
し
ま
す
。

一
人
で
も
多
く
参
加
す
る
様
に
し
ま
し
ょ
う
。雨
天
決
行

（
天
候
不
順
の
場
合
は
雨
具
の
用
意
お
願
い
し
ま
す
。）

「
新
湊
ま
つ
り
」

　
　
　
　
海
王
丸
パ
ー
ク

終
了
後
８
月
６
日
月

午
前
7
時
30
分
〜
　
　新
湊
地
区

「
小
杉
み
こ
し
ま
つ
り
」

　
　
　
　
小
杉
庁
舎
周
辺

終
了
後
７
月
30
日
月

午
前
8
時
00
分
〜
　
　小
杉
地
区

下
地
区

 

定
時
総
会

平
成
二
十
四
年
度

開
催
日
●
平
成
24
年
５
月
30
日
㈬

場
　
所
●
射
水
市
小
杉
社
会
福
祉
会
館

第
十
二
回 
通
常
総
会

通
常
総
会

平
成
二
十
三
年
度

開
催
日
●
平
成
24
年
３
月
28
日
㈬

場
　
所
●
高
周
波
文
化
ホ
ー
ル

第
十
七
回 

定
時
総
会

定
時
総
会

富
山
県
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
連
合
会

理
事
長
挨
拶

定
時
総
会

「
４
月
１
日
よ
り

　
　
公
益
社
団
法
人
と
し
て

　
　
　
　
ス
タ
ー
ト
し
ま
し
た
」

「
４
月
１
日
よ
り

　
　
公
益
社
団
法
人
と
し
て

　
　
　
　
ス
タ
ー
ト
し
ま
し
た
」

開
催
日
●
平
成
24
年
５
月
25
日
㈮

場
　
所
●
ボ
ル
フ
ァ
ー
ト
と
や
ま

GENKI いみずGENKI いみず

受
賞
誠
に
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

受
賞
誠
に
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

優
良
会
員
表
彰
受
賞
者

優
良
会
員
表
彰
受
賞
者

64
名



安
全
就
業
の
心
得

最
優
秀
賞

「
気
を
配
れ

　指
先
足
元

　身
の
ま
わ
り
」

 
 
 

坂
下
　
将
行
（
大
島
地
区
会
員
）

優
秀
賞

「
事
故
防
止

　み
ん
な
の
目
配
り

　気
配
り
で
」

 
 
 

山
本
　
由
夫
（
新
湊
地
区
会
員
）

「
安
全
を

　祈
る
家
族
に
無
事
故
で
帰
宅

　今
日
も一日
あ
り
が
と
う
」

 
 
 

米
林
　
貞
人
（
新
湊
地
区
会
員
）

平成24年度
射水市シルバー人材センター
安全就業スローガン

　
平
成
23
年
度
は
15
件
の
事
故
が
発
生
し
ま
し

た
。

（
傷
害
事
故
11
件
、
物
損
事
故
4
件
）

　
職
群
別
で
見
ま
す
と
、
草
刈
作
業
中
の
事

故
が
一
番
多
く
、
５
件
あ
り
ま
し
た
。
そ
の

内
2
件
が
飛
び
石
が
原

因
の
物
損
事
故
で
あ
り

ま
す
。
作
業
前
に
は
就

業
現
場
を
今
一
度
確
認

し
、
事
故
に
繋
が
る
物

を
少
し
で
も
取
り
除
く

よ
う
お
願
い
し
ま
す
。

　
又
就
業
途
上
の
事
故

が
3
件
あ
り
ま
し
た
。
自
宅
を
出
て
か
ら
自
宅

へ
帰
る
ま
で
が
仕
事
で
す
。
往
復
途
上
で
の
交

通
事
故
等
に
も
十
分
気
を
つ
け
て
下
さ
い
。

　
安
全
・
適
正
就
業
委
員
会
が
中
心
と
な
り
、

会
員
の
就
業
上
の
災
害
事
故
防
止
の
た
め
の
安

全
・
適
正
就
業
に
関
す
る
必
要
な
施
策
の
検
討

を
図
り
ま
す
。
ま
た
、
今
年
度
は
県
シ
連
の
安

全
・
適
正
就
業
特
別
パ
ト
ロ
ー
ル
も
射
水
市
管

内
に
て
実
施
い
た
し
ま
す
。

　
会
員
の
皆
様
方
も
安
全
就
業
を
心
が
け
て
就

業
を
お
願
い
し
ま
す
。

安全・適正就業委員会より

一
、
い
つ
も
元
気
で
、
ほ
が
ら
か
に

二
、
互
い
に
仲
よ
く
、
協
力
し

三
、
ル
ー
ル
や
注
意
は
、
よ
く
守
り

四
、
身
支
度
キ
チ
ン
と
、
整
え
て

五
、
整
理
整
頓
、
清
掃
第
一
に

六
、
機
械
や
器
具
は
、
よ
く
調
べ

七
、
作
業
正
し
く
、
順
序
よ
く

八
、
連
絡
合
図
は
、
し
っ
か
り
と

九
、
無
理
と
油
断
は
、
ケ
ガ
の
も
と

十
、
わ
か
ら
ぬ
こ
と
は
、

　
　
　
　
　
問
合
せ
、
確
か
め
よ
う

一
、
い
つ
も
元
気
で
、
ほ
が
ら
か
に

二
、
互
い
に
仲
よ
く
、
協
力
し

三
、
ル
ー
ル
や
注
意
は
、
よ
く
守
り

四
、
身
支
度
キ
チ
ン
と
、
整
え
て

五
、
整
理
整
頓
、
清
掃
第
一
に

六
、
機
械
や
器
具
は
、
よ
く
調
べ

七
、
作
業
正
し
く
、
順
序
よ
く

八
、
連
絡
合
図
は
、
し
っ
か
り
と

九
、
無
理
と
油
断
は
、
ケ
ガ
の
も
と

十
、
わ
か
ら
ぬ
こ
と
は
、

　
　
　
　
　
問
合
せ
、
確
か
め
よ
う

安
　
全
　
十
　
訓

平
成
23
年
度
事
故
報
告

7
月
1
日
〜
31
日
ま
で
の

1
ケ
月
間
は

「
安
全
就
業
強
化
月
間
」で
す
。

　
今
年
も
各
地
区
懇
談
会
に
て
平
成
24
年
度
の
安
全
就
業
ス

ロ
ー
ガ
ン
を
募
集
し
た
と
こ
ろ
、多
数
の
応
募
が
あ
り
ま
し
た
。

　
安
全
・
適
正
就
業
委
員
会
で
厳
正
な
審
査
を
行
っ
た
結
果
、

最
優
秀
賞
1
点
と
優
秀
賞
2
点
を
24
年
度
射
水
市
シ
ル
バ
ー
人

材
セ
ン
タ
ー
安
全
就
業
ス
ロ
ー
ガ
ン
と
し
て
決
定
し
、
各
作
業

所
や
会
議
等
で
活
用
し
ま
す
。

　
な
お
、
5
月
30
日
開
催
の
定
時
総
会
に
お
い
て
優
良
会
員
表

彰
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

富山三つ星山の会と私

思いつくままに

富山三つ星山の会と私

思いつくままに

会員コーナ
ー会員コーナ
ー

若
杉

　久
子

大
門
地
区

　「
あ
ん
た
元
気
や
ね
！
腰
も
曲
が
っ

て
な
い
し
、い
い
よ
ね
〜
。」「
何
言
っ
て

い
る
の
実
は
私
も
腰
痛
い
が
や

ち
ゃ
。」こ
こ
ん
所
、久
し
ぶ
り
に
逢
っ

た
友
と
交
し
た
挨
拶
で
あ
る
。外
見
は

元
気
に
見
え
て
も
、時
に
は
何
も
出
来

な
い
事
も
・・・
痛
さ
で
前
に
足
が
出
な

い
事
も
度
々
あ
り
、悔
し
い
！
こ
こ
で

負
け
て
は
と
自
分
に
ム
チ
打
ち
、痛
い

時
は
休
み
な
が
ら
又
動
く
。こ
の
繰
り

返
し
で
痛
い
所
に
余
り
負
担
を
掛
け

な
い
様
に
、日
常
の
草
取
り
、畑
仕
事

も
リ
ハ
ビ
リ
だ
と
思
い
前
向
き
に
考

え
行
動
し
て
い
ま
す
。　

　
5
月
の
凧
ま
つ
り
会
場
の
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
活
動
に
参
加
し
た
時
で
す
が
、

参
加
者
全
員
で
青
空
の
下
一
列
に
並
び

ゴ
ミ
拾
い
が
ス
タ
ー
ト
し
ま
し
た
。広

く
先
が
長
く
た
ど
り
着
け
る
か
と
不

安
だ
っ
た
が
、沢
山
の
仲
間
と
一
緒
だ
っ

た
の
で
無
事
に
や
り
遂
げ
る
事
が
で

き
ま
し
た
。「
ヤ
ッ
タ
ー
！
」満
足
感
と

達
成
感
で
と
て
も
清
々
し
い
気
持
ち

に
な
り
ま
し
た
。

　
参
加
出
来
た
事
に
感
謝
し
、こ
れ
か

ら
も
前
進
す
る
よ
う
頑
張
っ
て
行
き

た
い
と
思
い
ま
す
。

姫
野

　
　稔

新
湊
地
区

　
私
が
三
つ
星
山
の
会
に
入
っ
た
の
は
約

6
年
前
で
す
。

　
こ
の
会
は
視
覚
障
害
の
ア
ウ
ト
ド
ア

活
動
を
支
援
す
る
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
グ
ル
ー

プ
で
、初
め
て
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
に
参
加
し

た
時
は
、東
京
か
ら
来
ら
れ
た
30
才
の
全

盲
の
男
性
と
朝
は
９
時
か
ら
夕
方
の
5

時
ま
で
ス
キ
ー
を
楽
し
み
、夜
は
皆
さ
ん

と
カ
ラ
オ
ケ
で
盛
り
上
が
り
楽
し
い
1

日
を
過
ご
し
ま
し
た
。

　
そ
れ
以
来
、毎
年
冬
は
ス
キ
ー
そ
れ
以

外
の
シ
ー
ズ
ン
は
月
一
回
の
登
山
を
し
て

い
ま
す
。

　
昨
年
は
私
の
念
願
で
あ
っ
た
薬
師
岳

に
視
覚
障
害
の
方
６
名
、健
常
者
12
名
と

共
に
挑
み
、頂
上
か
ら
の
素
晴
ら
し
い
パ

ノ
ラ
マ
に
感
激
し
ま
し
た
。

　
そ
し
て
今
年
は
京
都
の
比
叡
山
に
麓

の
大
原
か
ら
約
５
時
間
半
か
け
て
登
り
、

無
事
下
山
し
て
き
ま
し
た
。

　
毎
年
、日
本
各

地
の
山
に
挑
む
視

覚
障
害
者
の
皆
さ

ん
の
意
欲
を
感
じ
、

私
は
こ
れ
か
ら
も
一

年
を
通
し
自
分
も

楽
し
み
な
が
ら
頑

張
っ
て
い
き
た
い

と
思
い
ま
す
。

凧
ま
つ
り

凧
ま
つ
り

笑
顔
と
出
会
い

田
中
　
岸
子

　
私
が
凧
の
販
売
の
お
手
伝
い
を
す
る
の
は
、３
回
目
に
な

り
ま
す
が
毎
回
ド
キ
ド
キ
し
て
い
ま
す
。お
客
さ
ん
が
沢

山
来
て
く
れ
る
だ
ろ
う
か
、凧
は
売
れ
る
だ
ろ
う
か
と
心

配
ば
か
り
し
て
い
ま
す
。　
当
日
の
天
候
を
気
遣
う
ま
で
も

な
く
、２
日
間
共
好
天
に
恵
ま
れ
、風
も
程
良
く
吹
い
て
く

れ
ま
し
た
。今
回
は
シ
ル
バ
ー
の
職
員
の
方
と
３
人
で
販
売

す
る
事
に
な
り
ま
し
た
。買
っ
て
も
ら
っ
た
凧
が
上
手
に
揚

が
る
だ
ろ
う
か
と
気
に
な
り
ま
す
。

　
大
空
に
凧
が
気
持
ち
よ
さ
そ
う
に
舞
い
あ
が
る
と
、子

供
は
も
ち
ろ
ん
大
人
も
自
然
に
笑
顔
に
な
り
ま
す
。私
達

も
手
を
た
た
い
て
一
緒
に
喜
び
ま
し
た
。

　
あ
ん
な
に
沢
山
作
っ
た

凧
も
、次
々
と
売
れ
て
し
ま

い
足
り
な
い
程
で
し
た
。後

か
ら
い
ら
し
た
お
客
さ
ん

に
渡
せ
な
か
っ
た
の
が
残
念

に
思
っ
て
い
ま
す
。

　
凧
の
販
売
を
通
し
て
久

し
ぶ
り
に
会
っ
た
人
、毎
年

会
う
人
、沢
山
の
人
達
に
出

会
い
と
笑
顔
を
も
ら
い
ま

し
た
。

｜ 

い
つ
ま
で
も
　
眺
め
て
い
た
い
　
凧
の
舞
い 

｜
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安
全
就
業
の
心
得

最
優
秀
賞

「
気
を
配
れ

　指
先
足
元

　身
の
ま
わ
り
」

 
 
 

坂
下
　
将
行
（
大
島
地
区
会
員
）

優
秀
賞

「
事
故
防
止

　み
ん
な
の
目
配
り

　気
配
り
で
」

 
 
 

山
本
　
由
夫
（
新
湊
地
区
会
員
）

「
安
全
を

　祈
る
家
族
に
無
事
故
で
帰
宅

　今
日
も一日
あ
り
が
と
う
」

 
 
 

米
林
　
貞
人
（
新
湊
地
区
会
員
）

平成24年度
射水市シルバー人材センター
安全就業スローガン

　
平
成
23
年
度
は
15
件
の
事
故
が
発
生
し
ま
し

た
。

（
傷
害
事
故
11
件
、
物
損
事
故
4
件
）

　
職
群
別
で
見
ま
す
と
、
草
刈
作
業
中
の
事

故
が
一
番
多
く
、
５
件
あ
り
ま
し
た
。
そ
の

内
2
件
が
飛
び
石
が
原

因
の
物
損
事
故
で
あ
り

ま
す
。
作
業
前
に
は
就

業
現
場
を
今
一
度
確
認

し
、
事
故
に
繋
が
る
物

を
少
し
で
も
取
り
除
く

よ
う
お
願
い
し
ま
す
。

　
又
就
業
途
上
の
事
故

が
3
件
あ
り
ま
し
た
。
自
宅
を
出
て
か
ら
自
宅

へ
帰
る
ま
で
が
仕
事
で
す
。
往
復
途
上
で
の
交

通
事
故
等
に
も
十
分
気
を
つ
け
て
下
さ
い
。

　
安
全
・
適
正
就
業
委
員
会
が
中
心
と
な
り
、

会
員
の
就
業
上
の
災
害
事
故
防
止
の
た
め
の
安

全
・
適
正
就
業
に
関
す
る
必
要
な
施
策
の
検
討

を
図
り
ま
す
。
ま
た
、
今
年
度
は
県
シ
連
の
安

全
・
適
正
就
業
特
別
パ
ト
ロ
ー
ル
も
射
水
市
管

内
に
て
実
施
い
た
し
ま
す
。

　
会
員
の
皆
様
方
も
安
全
就
業
を
心
が
け
て
就

業
を
お
願
い
し
ま
す
。

安全・適正就業委員会より

一
、
い
つ
も
元
気
で
、
ほ
が
ら
か
に

二
、
互
い
に
仲
よ
く
、
協
力
し

三
、
ル
ー
ル
や
注
意
は
、
よ
く
守
り

四
、
身
支
度
キ
チ
ン
と
、
整
え
て

五
、
整
理
整
頓
、
清
掃
第
一
に

六
、
機
械
や
器
具
は
、
よ
く
調
べ

七
、
作
業
正
し
く
、
順
序
よ
く

八
、
連
絡
合
図
は
、
し
っ
か
り
と

九
、
無
理
と
油
断
は
、
ケ
ガ
の
も
と

十
、
わ
か
ら
ぬ
こ
と
は
、

　
　
　
　
　
問
合
せ
、
確
か
め
よ
う

一
、
い
つ
も
元
気
で
、
ほ
が
ら
か
に

二
、
互
い
に
仲
よ
く
、
協
力
し

三
、
ル
ー
ル
や
注
意
は
、
よ
く
守
り

四
、
身
支
度
キ
チ
ン
と
、
整
え
て

五
、
整
理
整
頓
、
清
掃
第
一
に

六
、
機
械
や
器
具
は
、
よ
く
調
べ

七
、
作
業
正
し
く
、
順
序
よ
く

八
、
連
絡
合
図
は
、
し
っ
か
り
と

九
、
無
理
と
油
断
は
、
ケ
ガ
の
も
と

十
、
わ
か
ら
ぬ
こ
と
は
、

　
　
　
　
　
問
合
せ
、
確
か
め
よ
う

安
　
全
　
十
　
訓

平
成
23
年
度
事
故
報
告

7
月
1
日
〜
31
日
ま
で
の

1
ケ
月
間
は

「
安
全
就
業
強
化
月
間
」で
す
。

　
今
年
も
各
地
区
懇
談
会
に
て
平
成
24
年
度
の
安
全
就
業
ス

ロ
ー
ガ
ン
を
募
集
し
た
と
こ
ろ
、多
数
の
応
募
が
あ
り
ま
し
た
。

　
安
全
・
適
正
就
業
委
員
会
で
厳
正
な
審
査
を
行
っ
た
結
果
、

最
優
秀
賞
1
点
と
優
秀
賞
2
点
を
24
年
度
射
水
市
シ
ル
バ
ー
人

材
セ
ン
タ
ー
安
全
就
業
ス
ロ
ー
ガ
ン
と
し
て
決
定
し
、
各
作
業

所
や
会
議
等
で
活
用
し
ま
す
。

　
な
お
、
5
月
30
日
開
催
の
定
時
総
会
に
お
い
て
優
良
会
員
表

彰
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

富山三つ星山の会と私

思いつくままに

富山三つ星山の会と私

思いつくままに

会員コーナ
ー会員コーナ
ー

若
杉

　久
子

大
門
地
区

　「
あ
ん
た
元
気
や
ね
！
腰
も
曲
が
っ

て
な
い
し
、い
い
よ
ね
〜
。」「
何
言
っ
て

い
る
の
実
は
私
も
腰
痛
い
が
や

ち
ゃ
。」こ
こ
ん
所
、久
し
ぶ
り
に
逢
っ

た
友
と
交
し
た
挨
拶
で
あ
る
。外
見
は

元
気
に
見
え
て
も
、時
に
は
何
も
出
来

な
い
事
も
・・・
痛
さ
で
前
に
足
が
出
な

い
事
も
度
々
あ
り
、悔
し
い
！
こ
こ
で

負
け
て
は
と
自
分
に
ム
チ
打
ち
、痛
い

時
は
休
み
な
が
ら
又
動
く
。こ
の
繰
り

返
し
で
痛
い
所
に
余
り
負
担
を
掛
け

な
い
様
に
、日
常
の
草
取
り
、畑
仕
事

も
リ
ハ
ビ
リ
だ
と
思
い
前
向
き
に
考

え
行
動
し
て
い
ま
す
。　

　
5
月
の
凧
ま
つ
り
会
場
の
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
活
動
に
参
加
し
た
時
で
す
が
、

参
加
者
全
員
で
青
空
の
下
一
列
に
並
び

ゴ
ミ
拾
い
が
ス
タ
ー
ト
し
ま
し
た
。広

く
先
が
長
く
た
ど
り
着
け
る
か
と
不

安
だ
っ
た
が
、沢
山
の
仲
間
と
一
緒
だ
っ

た
の
で
無
事
に
や
り
遂
げ
る
事
が
で

き
ま
し
た
。「
ヤ
ッ
タ
ー
！
」満
足
感
と

達
成
感
で
と
て
も
清
々
し
い
気
持
ち

に
な
り
ま
し
た
。

　
参
加
出
来
た
事
に
感
謝
し
、こ
れ
か

ら
も
前
進
す
る
よ
う
頑
張
っ
て
行
き

た
い
と
思
い
ま
す
。

姫
野

　
　稔

新
湊
地
区

　
私
が
三
つ
星
山
の
会
に
入
っ
た
の
は
約

6
年
前
で
す
。

　
こ
の
会
は
視
覚
障
害
の
ア
ウ
ト
ド
ア

活
動
を
支
援
す
る
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
グ
ル
ー

プ
で
、初
め
て
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
に
参
加
し

た
時
は
、東
京
か
ら
来
ら
れ
た
30
才
の
全

盲
の
男
性
と
朝
は
９
時
か
ら
夕
方
の
5

時
ま
で
ス
キ
ー
を
楽
し
み
、夜
は
皆
さ
ん

と
カ
ラ
オ
ケ
で
盛
り
上
が
り
楽
し
い
1

日
を
過
ご
し
ま
し
た
。

　
そ
れ
以
来
、毎
年
冬
は
ス
キ
ー
そ
れ
以

外
の
シ
ー
ズ
ン
は
月
一
回
の
登
山
を
し
て

い
ま
す
。

　
昨
年
は
私
の
念
願
で
あ
っ
た
薬
師
岳

に
視
覚
障
害
の
方
６
名
、健
常
者
12
名
と

共
に
挑
み
、頂
上
か
ら
の
素
晴
ら
し
い
パ

ノ
ラ
マ
に
感
激
し
ま
し
た
。

　
そ
し
て
今
年
は
京
都
の
比
叡
山
に
麓

の
大
原
か
ら
約
５
時
間
半
か
け
て
登
り
、

無
事
下
山
し
て
き
ま
し
た
。

　
毎
年
、日
本
各

地
の
山
に
挑
む
視

覚
障
害
者
の
皆
さ

ん
の
意
欲
を
感
じ
、

私
は
こ
れ
か
ら
も
一

年
を
通
し
自
分
も

楽
し
み
な
が
ら
頑

張
っ
て
い
き
た
い

と
思
い
ま
す
。

凧
ま
つ
り

凧
ま
つ
り

笑
顔
と
出
会
い

田
中
　
岸
子

　
私
が
凧
の
販
売
の
お
手
伝
い
を
す
る
の
は
、３
回
目
に
な

り
ま
す
が
毎
回
ド
キ
ド
キ
し
て
い
ま
す
。お
客
さ
ん
が
沢

山
来
て
く
れ
る
だ
ろ
う
か
、凧
は
売
れ
る
だ
ろ
う
か
と
心

配
ば
か
り
し
て
い
ま
す
。　
当
日
の
天
候
を
気
遣
う
ま
で
も

な
く
、２
日
間
共
好
天
に
恵
ま
れ
、風
も
程
良
く
吹
い
て
く

れ
ま
し
た
。今
回
は
シ
ル
バ
ー
の
職
員
の
方
と
３
人
で
販
売

す
る
事
に
な
り
ま
し
た
。買
っ
て
も
ら
っ
た
凧
が
上
手
に
揚

が
る
だ
ろ
う
か
と
気
に
な
り
ま
す
。

　
大
空
に
凧
が
気
持
ち
よ
さ
そ
う
に
舞
い
あ
が
る
と
、子

供
は
も
ち
ろ
ん
大
人
も
自
然
に
笑
顔
に
な
り
ま
す
。私
達

も
手
を
た
た
い
て
一
緒
に
喜
び
ま
し
た
。

　
あ
ん
な
に
沢
山
作
っ
た

凧
も
、次
々
と
売
れ
て
し
ま

い
足
り
な
い
程
で
し
た
。後

か
ら
い
ら
し
た
お
客
さ
ん

に
渡
せ
な
か
っ
た
の
が
残
念

に
思
っ
て
い
ま
す
。

　
凧
の
販
売
を
通
し
て
久

し
ぶ
り
に
会
っ
た
人
、毎
年

会
う
人
、沢
山
の
人
達
に
出

会
い
と
笑
顔
を
も
ら
い
ま

し
た
。

｜ 

い
つ
ま
で
も
　
眺
め
て
い
た
い
　
凧
の
舞
い 

｜
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木
工
班

大
門
地
区
親
睦
会
カ
ラ
オ
ケ
サ
ー
ク
ル

木
工
班

大
門
地
区
親
睦
会
カ
ラ
オ
ケ
サ
ー
ク
ル

夏
休
み
宿
題
仕
上
げ
と

　
　
　
　
　レ
ク
リ
ェ
ー
シ
ョ
ン

○
日
　
時
　
８
月
30
日
㈭

　
　
　
　
　
午
前
９
時
30
分
〜
午
後
４
時

○
場
　
所
　
高
岡
市
二
上
ま
な
び
交
流
館

○
参
加
費
　
５
０
０
円（
申
込
期
日
８
月
５
日
）

　
　
　
　
　
親
子
参
加
可

　
　
　
　
　
現
地
集
合

　
　
　
　
　
参
加
募
集
人
数（
20
名
）

地
域
を
知
ろ
う

　
　（施
設
見
学
と
リ
サ
イ
ク
ル
体
験
）

○
日
　
時
　
９
月
22
日
㈯

　
　
　
　
　
午
前
９
時
30
分
〜
12
時

○
見
学
体
験
場
所

　
　
　
　
　
射
水
市
ク
リ
ン
ピ
ア
射
水

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
・
ミ
ラ
イ
ク
ル
館

○
参
加
費
　
無
料（
申
込
期
日
９
月
12
日
）

　
　
　
　
　
親
子
参
加
可

　
　
　
　
　
移
動
マ
イ
ク
ロ
バ
ス

　
　
　
　
　
参
加
募
集
人
数（
20
名
）

※

集
合
場
所
は
、
参
加
者
に
追
っ
て
連
絡
致
し
ま
す
。
　

※

い
ず
れ
か
の
教
室
に
参
加
希
望
者
は
、
本
所
へ
申
込
期
日
ま

　
で
に
お
申
し
込
み
下
さ
い
。

　
対
象
は
小
学
生
や
そ
の
親
子
で
す
。

　
な
お
、
人
数
多
数
の
場
合
は

　
調
整
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

【
申
込
先
・
問
合
せ
先
】

　
本
所
（
☎
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┃

８
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１
７
）
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話
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‐
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木
工
班
で
は
、
3
月
7
日
〜
8
日
に
岐
阜
県
の
可
児
市
シ

ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
へ
視
察
に
行
っ
て
き
ま
し
た
。

　
目
的
は
、
今
後
の
運
営
と
独
自
事
業
と
し
て
の
進
め
方
に

つ
い
て
学
ぼ
う
と
、
11
名
の
会
員
が
自
ら
企
画
し
た
も
の
で

す
。

　
木
工
班
は
3
年
前
、企
画
提
案
方
式
事
業
の「
環
境
・
教
育
」

分
野
で
、
市
の
支
援
・
協
力
を
得
て
立
ち
上
が
り
ま
し
た
。

　
活
動
内
容
は
、
会
員
の
就
業
（
剪
定
・
伐
採
）
後
に
出
た

枝
や
幹
の
特
性
を
生
か
し
木
を
利
用
し
た
作
品
作
り
や
、
親

子
対
象
の
「
ト
ン
カ
チ
教
室
」
な
ど
を
行
っ
て
お
り
ま
す
。

　
可
児
市
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
で
は
、
平
成
13
年
に
木

工
班
が
で
き
て
当
初
16
名
で
ス
タ
ー
ト
さ
れ
ま
し
た
が
、
現

在
は
30
名
の
班
員
で
大
工
部
門
が
6
割
・
土
木
部
門
が
3
割
・

そ
の
他
家
事
に
関
す
る
仕
事
と
し
て
お
た
す
け
隊
1
割
で
活

動
さ
れ
て
い
ま
し
た
。

　
木
工
部
門
で
は
、
手
摺
り
の
設
置
・
床
改
修
工
事
・
勉
強

部
屋
新
築
や
テ
ー
ブ
ル
・
椅
子
等
の
製
作
、
ま
た
、
土
木
部

門
で
は
、
玄
関
作
り
・
左
官
工
事
等
の
事
業
が
行
な
わ
れ
て

い
ま
し
た
。P
R
と
し
て
は「
ま
ず
見
て
頂
く
・
知
っ
て
頂
く
」

の
キ
ャ
ッ
チ
フ
レ
ー
ズ
で
、
市
役
所
の
ロ
ビ
ー
や
道
の
駅
等

に
自
分
た
ち
で
作
成
し
た
商
品
棚
を
置
い
て
頂
い
て
関
心
を

持
っ
て
も
ら
う
こ
と
の
ア
ピ
ー
ル
の
仕
方
が
上
手
に
さ
れ
て

い
る
と
思
い
ま
し
た
。

　
私
達
も
可
児
市
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
の
活
躍
を
参
考

に
「
こ
れ
か
ら
も
が
ん
ば
っ
て
い
か
ん
な
ん
ね
。」
と
、
メ
ン

バ
ー
と
約
束
し
て
帰
路
に
着
き
ま
し
た
。
　
（
内
島
　
義
次
）

　
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
大
門
地
区
親
睦
会
カ
ラ
オ
ケ

サ
ー
ク
ル
を
紹
介
し
ま
す
。

　
大
門
地
区
親
睦
会
カ
ラ
オ
ケ
サ
ー
ク
ル
が
平
成
18
年
に
好

き
な
も
の
同
志
が
集
ま
り
結
成
さ
れ
、
現
在
に
至
っ
て
お
り

ま
す
。
サ
ー
ク
ル
は
毎
月
第
1
・
第
3
月
曜
日
に
練
習
を
行

い
現
在
は
9
名
で
活
動
し
て
お
り
ま
す
。

　
好
き
な
歌
、
少
し
苦
手
な
歌
な
ど
い
ろ
い
ろ
有
り
ま
す
が
、

皆
で
励
ま
し
助
け
合
い
な
が
ら
楽
し
い
ひ
と
と
き
を
過
ご
し

て
お
り
ま
す
。

　
最
初
は
「
シ
ル
バ
ー
ま
つ
り
」
の
芸
能
発
表
な
ど
に
出
演

す
る
の
も
自
信
が
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
が
、今
で
は
正
々
堂
々

と
感
情
を
込
め
な
が
ら
人
前
で
歌
え
る
か
な
？
と
言
う
と
こ

ろ
ま
で
き
て
い
る
と
思
い
ま
す

が
、
な
か
な
か
思
う
よ
う
に
い

か
な
い
の
が
現
実
で
す
。

　
こ
の
よ
う
な
、
サ
ー
ク
ル
で

す
が
、
大
門
地
区
会
員
の
方
で

少
し
で
も
関
心
の
あ
る
方
は
、

左
記
の
と
こ
ろ
迄
ご
連
絡
下
さ

い
。
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みんまいけ。

あなたの知識や経験をシルバー人材センターで活かしてみませんか
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９
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岡
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０
０
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５
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加
可

　
　
　
　
　
現
地
集
合
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９
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９
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９
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追
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GENKI いみず

　
今
年
も
昨
年
に
続
き
節
電
に
関
心
が
、
高
ま

っ
て
い
ま
す
。

　
国
内
全
原
発
が
5
月
6
日
よ
り
全
停
止
し
て

２
カ
月
弱
。
福
井
県
お
お
い
町
の
関
西
電
力
大

飯
原
発
3
・
4
号
機
の
再
稼
働
の
安
全
性
に
つ

い
て
「
県
原
子
力
安
全
専
門
委
員
会
」
は
福
井

県
知
事
に
対
し
、「
安
全
確
保
の
必
要
対
策
は

出
来
て
い
る
」
と
の
報
告
者
を
提
出
し
、知
事
・

お
お
い
町
長
も
同
意
を
表
明
し
ま
し
た
。
県
内

は
6
月
9
日
梅
雨
入
り
し
暑
い
夏
が
始
ま
っ
て

い
ま
す
。
近
所
で
は
緑
の
カ
ー
テ
ン
で
の
冷
房

節
約
と
し
て
の
ゴ
ー
ヤ
の
栽
培
が
昨
年
よ
り
も

多
い
様
に
思
わ
れ
ま
す
。
ゴ
ー
ヤ
の
栽
培
は
、

日
当
た
り
・
風
通
し
が
良
い
場
所
を
選
び
水
や

り
は
ほ
ど
ほ
ど
に
。
収
穫
の
タ
イ
ミ
ン
グ
は
表

面
の
イ
ボ
が
ゴ
ツ
ゴ
ツ
し
て
い
た
ら
食
べ
頃
？

と
、
過
日
の
新
聞
で
読
み
ま
し
た
。
来
年
は
挑

戦
し
た
い
も
の
で
す
。

　
ロ
ン
ド
ン
五
輪
が
今
月
27
日
よ
り
開
催
さ
れ

ま
す
。
当
市
か
ら
柔
道
女
子
70
㌔
級
で
田
知
本

遥
選
手
が
日
本
代
表
と
し
て
出
場
さ
れ
ま
す
。

柔
道
競
技
は
7
月
28
日
よ
り
始
ま
り
、
田
知
本

選
手
は
8
月
1
日
に
登
場
の
予
定
で
す
。
メ
ダ

ル
を
目
指
し
て
の
奮
闘
を
お
祈
り
し
ま
す
。

（
広
報
部
会
）

環境保護のため再生紙と環境にやさしいインクを使用しています。

●
後
継
者
育
成
技
能
講
習
会
（
会
員
対
象
）

　
▼
７
月
４
日
水
　
墓
石
・
灯
篭
清
掃
講
習
会

　
▼
７
月
31
日
火
　
剪
定
講
習
会

　
▼
10
月
下
旬
　
　
襖
張
替
と
裏
打
ち
講
習
会

　
▼
10
月
下
旬
　
　
し
め
縄
講
習
会

●
行
事
・
会
議

　
▼
７
月
13
日
金
　
第
２
回
親
睦
会
連
絡
会
議

　
▼
７
月
24
日
火
　
第
２
回
事
業
部
会

　
▼
７
月
27
日
金
　
第
２
回
安
全
パ
ト
ロ
ー
ル

　
▼
７
月
28
日
土
　
三
世
代
交
流
パ
ー
ク
ゴ
ル
フ
大
会

　
▼
８
月
22
日
水
　
第
２
回
安
全
・
適
正
就
業
委
員
会

　
▼
８
月
29
日
水
　
第
１
回
総
務
部
会

　
▼
９
月
５
日
水
　
第
４
回
理
事
会

　
▼
９
月
７
日
金
　
第
１
回
「
シ
ル
バ
ー
ま
つ
り
」実
行
委
員
会

　
▼
９
月
14
日
金
　
第
２
回
地
域
班
長
・
副
班
長
会
議

今
後
の
行
事
予
定

今
後
の
行
事
予
定

配分金支払日

※15日が取引金融機関の休業日に
あたる場合は、翌営業日になり
ます。

●
６
月
分
　
７
月
17
日
火
　
　

●
７
月
分
　
８
月
15
日
水

●
８
月
分
　
９
月
18
日
火
　
　

●
９
月
分
　
10
月
15
日
月

●
10
月
分
　
11
月
15
日
木
　
　

●
11
月
分
　
12
月
17
日
月

毎月15日は
配分金支払日です。

●
７
月
17
日
火
　
●
８
月
21
日
火
　
　

●
９
月
18
日
火
　
●
10
月
16
日
火
　
　

●
11
月
20
日
火
　
●
12
月
18
日
火

新
入
会
員
説
明
会
毎
月
第
3
火
曜
日

毎
月
第
3
火
曜
日

新
入
会
員
説
明
会

●
７
月
10
日
火
　
●
８
月
10
日
金
　

●
９
月
10
日
月
　
●
10
月
10
日
水
　

●
11
月
12
日
月
　
●
12
月
10
日
月

新
入
会
員
研
修
会

新
入
会
員
研
修
会

いずれも９時30分～

※

「
新
入
会
員
説
明
会
」の
受
講
後

は
随
時
入
会
手
続
き
が
で
き
ま

す
が
、後
日「
新
入
会
員
研
修
会
」

へ
の
出
席
を
お
願
い
し
ま
す
。

　尚
、日
程
が
合
わ
な
い
方
は
、翌

月
へ
と
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

毎
月
10
日

（
10
日
が
土
、日
、祝
日
に

重
な
る
場
合
は
翌
日
又

は
翌
々
日
に
な
り
ま
す
。）

いずれも９時30分～

●
本
所
で
行
い
ま
す
。

●
本
所
で
行
い
ま
す
。

●写真歴 10年

（小杉地区）

猪　山　友　幸

睡蓮（太閤山ランド）

流鏑馬（下村）

　
　
　
　
全
国
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
協
会
設
立
30
周

年
記
念
事
業
に
お
い
て
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
事
業
関

係
功
労
者
等
の
表
彰
が
去
る
6
月
25
日
に
行
わ
れ
、
当
セ

ン
タ
ー
理
事
長
上
野
昭
雄
氏
が
「
長
期
就
任
シ
ル
バ
ー

人
材
セ
ン
タ
ー
理
事
長
表
彰
」
を
受
賞
い
た
し
ま
し
た
。

　
ま
た
、
「
優
良
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
」
表
彰
で

は
、
当
セ
ン
タ
ー
が
県
内
で
唯
一
受
賞
い
た
し
ま
し
た
。

　
こ
の
二
重
の
喜
び
も
、
こ
れ
ま
で
培
っ
て
こ
ら
れ
た
先

人
の
ご
功
績
や
、
会
員
及
び
地
域
の
皆
様
の
御
蔭
と
深
く

感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

　
今
後
と
も
、
こ
の
受
賞
を
契
機
に
、
よ
り
一
層
精
進
し

て
ま
い
り
ま
す
の
で
、
ご
支
援
賜
り
ま
す
よ
う
お
願
い
申

し
上
げ
ま
す
。 受

賞
！

受
賞
！


